
熊本学園大学付属海外事情研究所 2026年度第２回研究会

台湾語で詩を書くということ

― その魅力と難しさ―

台湾語詩集

『日花閃爍』

2026年刊行

講師

温若喬 (作家)

日時

2026 年 11 月 13 日（金）

13：00～14：30

会場｜熊本学園大学 11号館 1142教室 ※ 講演は日本語で行われます

講演について

台湾は多言語社会で、中国語（台湾華語）のほかにも様々な言語が使われています。

なかでも台湾語は多くの人々にとって身近でとても重要な言語ですが、

書き言葉としては一般的でなく、台湾語での創作にはさまざまな難しさが伴います。

台湾語で詩を書く作家自身のお話を通じて、台湾語詩の魅力に触れてみませんか。

日本では台湾語に触れる機会は非常に限られています。

台湾の言語や文化をより深く知るきっかけとなるはずです。

講師プロフィール

台湾・淡水生まれ。国立台湾大学臨床心理学研究所修士課程修了後、臨床心理士として働く傍ら、

作家として活動している。

大学在学中に立ち上げた台湾語学習に関するSNSプラットフォーム「学台語 O̍h Tâi-gí」では、
若者に向けた台湾語の情報発信を行い、20万人以上のフォロワーを持つ。

2026年1月に刊行した台湾語詩集『日花閃爍：台語的美麗詞彙 & 一百首詩』がベストセラーとなり、

今もっとも注目を集めている台湾語作家の一人である。

申し込み

kaigai@kumagaku.ac.jp または
申込締切 11月12日（木）

参加無料

氏名（フリガナ）・所属・携帯番号・メールアドレスを明記のうえ、

上記アドレスまでメール、もしくはQRコードの申込フォームよりお申し込みください。

主催・問い合わせ｜熊本学園大学付属海外事情研究所（学術文化課） TEL 096-364-8731

※ 講演会の録画・録音・撮影は固くお断りしています。
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